
平成２９年 国家試験 解答 ３，５

放射線関係法規 ９
Regulations for radiation protection



平成１８年 国家試験 解答 ３



ICRP（国際放射線防護委員会）から提案された
放射線防護体系の三原則

（1）行為の正当化
放射線被ばくを伴ういかなる行為も、その導入が
プラスの便益を生むこと

（2）防護の最適化
社会的・経済的要因を考慮に入れながら合理的に
達成できる限り低く被ばく線量を制限すること

（3）個人の線量限度
医療被曝を除くすべての計画被曝状況（放射性廃棄
物の処分など）では線量限度を超えないように。



平成１８年 国家試験 解答 ２、５



診療放射線技師法施行令 第五条

（登録）

免許は、試験に合格した者の申請により、診療
放射線技師籍に登録することによって行う。

診療放射線技師法 第一条の四

（登録事項の変更）

診療放射線技師は、前条第二号の登録事項に
変更を生じたときは、三十日以内に、診療放射
線技師籍の訂正を申請しなければならない。



診療放射線技師法施行令 第一条

（免許の申請）

診療放射線技師の免許を受けようとする者は、申請書に厚
生労働省令で定める書類を添え、住所地の都道府県知事を
経由して、これを厚生労働大臣に提出しなければならない。

（籍の登録事項）
診療放射線技師籍には、次に掲げる事項を登録する。

一 登録番号及び登録年月日
二 国籍、本籍地都道府県名、氏名、生年月日及び性別
三 診療放射線技師国家試験合格の年月
四 免許の取消し又は業務の停止の処分に関する事項
五 前各号に掲げるものの他、厚生労働大臣の定める事項



診療放射線技師法 第二十六条
（業務上の制限）

診療放射線技師は、医師又は歯科医師の具
体的な指示を受けなければ、放射線を人体に
対して照射してはならない。

診療放射線技師は、病院又は診療所以外の
場所においてその業務を行ってはならない。

ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。



一 医師又は歯科医師が診察した患者について、医師
又は歯科医師の指示を受け、出張して百万電子ボルト
未満のエネルギーを有するエックス線を照射する場合。

二 多数の者の健康診断を一時に行う場合において、
胸部エツクス線検査（コンピュータ断層撮影装置を用い
た検査を除く。）その他の厚生労働省令で定める検査の
ため百万電子ボルト未満のエネルギーを有するエックス
線を照射するとき。

三 多数の者の健康診断を一時に行う場合において、
医師又は歯科医師の立会いの下に百万電子ボルト未満
のエネルギーを有するエックス線を照射するとき。



診療放射線技師法 施行令 第十七条

（画像診断装置）

診療放射線技師は、次の診断を行うため
の検査を行える。 （医師又は歯科医師の

指示の下に行うものに限る。診療放射線
技師法 第二十四条）

一 磁気共鳴画像診断装置
二 超音波診断装置
三 眼底写真撮影装置（無散瞳検査）
四 核医学診断装置 （平成２６年６月に追加）



診療放射線技師法 （照射録）
第二十八条

診療放射線技師は、放射線を人体に対し
て照射したときは、遅滞なく厚生労働省令
で定める事項を記載した照射録を作成し、

その照射について指示をした医師又は
歯科医師の署名を受けなければならない。

署名 ： 正式には印鑑ではなくサイン。



照射録項目（一般撮影）
所属
ID. No. 
患者氏名
年齢
性別
指示医名
撮影部位
撮影方法
撮影方向
撮影条件
使用フィルム種類・サイズ
使用フィルム枚数
撮影年月日
担当技師名

照射録項目 （ＣＴ）
所属
ID. No. 
患者氏名
年齢
性別
指示医名
検査名（撮影部位）
撮影条件
スキャン回数
使用フィルム種類・枚数
スキャン回数（造影）
使用フィルム種類・枚数（造影）
使用薬剤
使用器材
撮影年月日
担当技師名



照射録項目 （ＲＩ）
所属
ID. No. 
患者氏名
年齢
性別
指示医名
検査名
使用放射性医薬品名
使用放射性医薬品量
スキャン回数
使用フィルム種類・枚数
使用薬剤
使用器材
撮影年月日
担当技師名

照射録項目 （リニアック）
所属
ID. No. 
患者氏名
年齢
性別
指示医名
治療部位
使用エネルギー
照射線量
設定線量
照射門数
使用フィルム種類
使用フィルム枚数
照射年月日
担当技師名



照射録項目 （ＭＲＩ）
所属
ID. No. 
患者氏名
年齢
性別
指示医名
検査名（撮影部位）
撮影条件
スキャン回数
使用フィルム種類・枚数
スキャン回数（造影）
使用フィルム枚数（造影）
使用薬剤
使用器材
撮影年月日
担当技師名

照射録項目 （超音波）
所属
ID. No. 

患者氏名
年齢
性別
指示医名
検査名（検査部位）
スキャン回数
使用フィルム種類・枚数
使用薬剤
使用器材
撮影年月日
担当者名

放射線を使用しない検査にも
照射録の作成が必要。



平成１８年 国家試験 解答 ４





平成１８年 国家試験 解答 ２





医療法施行規則 第24条～第30条
Ｘ線装置等の設置や変更の10日以内に届出。

病院又は診療所に、以下のものを備える
場合または変更時には、届出が必要。

診療用高エネルギー放射線発生装置
(１ＭｅＶ以上の電子線又はＸ線の発生装置)

診療用放射線照射器具

放射性同位元素装備診療機器



診療用放射線照射装置
(密封された放射性同位元素の数量が下限数量
に1000を乗じて得た数量を超える照射機器)

診療用放射線照射器具
(密封された放射性同位元素の数量が下限数量
に1000を乗じて得た数量以下のもの)

診療用放射線照射器具で装備する放射性同位
元素の物理的半減期が30日以下のもの

診療用放射性同位元素又は
陽電子断層撮影診療（ＰＥＴ）用放射性同位元素



セシウム１３７（１３７Cs） 半減期 ３０年

ベータ線（電子）とガンマ線を出す。
体内に入るとカリウムと同じく全ての細胞内に
集積する。原子力事故内部被曝の原因核種。

照射赤血球 Ｉｒ -ＲＣＣ (Irradiated Red Cell Concentrates)

137Csは人体への直接照射には使用しないが
輸血用血液のリンパ球排除を目的とした線源
に用いられる。免疫低下患者に他人リンパ球
を含む輸血を行うと、移植片対宿主病 GVHD
（graft vs. host disease）を発症する危険あり。
（多くの施設では Ｘ線１５～５０Ｇｙ照射で対応）



１２５Ｉ 密封小線源（シード）永久挿入療法
（ブラキセラピー） 保険適応治療法。
前立腺全摘手術と同等の治療効果。
年間2,000人以上の前立腺癌患者に施行。
比較的侵襲が少なく、安全で有効な治療法。
１２５Ｉ → １２５Ｔｅ ＋ ν ＋ ＫＸ

半減期６０日、２７ ｋｅＶ （ＥＣ）



平成１８年 国家試験 解答 ３、５



線量限度



医療法施行規則 第30条の17
（敷地の境界等における防護）

病院又は診療所の管理者は、放射線
取扱施設又はその周辺に適当な遮蔽
物を設ける等の措置を講ずることによ
り、病院又は診療所内の人が居住す
る区域及び病院又は診療所の敷地の
境界における線量を第30条の26第4
項に定める線量限度（２５０μSv/３月）
以下としなければならない。



医療法施行規則 第30条の19 

（患者の被ばく防止）

病院又は診療所の管理者は、遮蔽壁その

他の遮蔽物を用いる等の措置を講ずるこ

とにより、病院又は診療所内の病室に入

院している患者の被ばくする放射線（診療

により被ばくする放射線を除く。）の実効線

量が3月間につき1.3ミリシーベルトを超え

ないようにしなければならない。







平成１８年 国家試験 解答 ２



ある種のガラスに Ｘ，γ線を照射したのち、
紫外線を当てると発光します。この現象を
ラジオフォトルミネッセンスといい、この性
質を利用した線量計を蛍光ガラス線量計
（通称ガラス線量計）と呼びます

ガラス線量計



３Hや１４Ｃなどの低エネルギーβ線の測定に使用
される。試料（動物臓器など）を液体シンチレータ
（放射線があたると蛍光を発する）を含む容器に
入れ蛍光量を測定する。試料の全方向（4πジオ
メトリ）計測であるため高い計数効率が得られる。

液体シンチレーションカウンタ



測定の際には、試料自体あるいは混在す
る物質による消光現象（クエンチング
quenching）が発生し計数効率の低下を
起こすことがあり、外部標準法などによる
補正を行う必要がある。



レムカウンタ 中性子検出器。
３Ｈｅガスを封入した比例計数管。
核反応を利用して中性子を測定。

中性子のエネルギー領域
は、熱中性子（0.025eV）か
ら高速中性子（10MeV）ま

で広範囲であるが、レムカ
ウンタは、検出部の材質や
形状に工夫をこらし、直接
的に線量当量率の単位で
表示する。



ガスフローカウンタ （ 比例計数管の一種 ）

封入容器中に、β線で電離（イオン化）する気体と、

電離の量を測定する電極が入っている。

β線を出す試料を容器中に入れてβ線量を測る。



平成１８年 国家試験 解答 １



フィルムバッジ

写真乳剤が塗布されたフィルムが
放射線(X線、γ線)をあびると黒化
する性質を利用



OSL線量計
光刺激ルミネッセンス
（OSL：Optically Stimulated 

Luminescence）を利用した
線量計。

OSL蛍光量は照射した
放射線量に比例する。

ポケット線量計や
アラームメータは、
半導体検出器（ＣｄＴｅ）
が使われている。



平成１８年 国家試験 解答 １



放射線障害防止法 施行規則 第二十一条の二
（教育訓練）

一 初めて管理区域に立ち入る者及び取扱等業

務に従事する者に、次に定める教育及び訓練を
行うこと。

二 放射線業務従事者に対する教育及び訓練は

、初めて管理区域に立ち入る前及び管理区域に
立ち入った後は一年を超えない期間ごとに行わな
ければならない。



四 教育及び訓練は、次に定める項目について施す。

イ 放射線の人体に与える影響
ロ 放射性同位元素等又は放射線発生装置の安全取扱
ハ 放射性同位元素及び放射線発生装置による放射線

障害の防止に関する法令
ニ 放射線障害予防規程

五 前号に規定する者以外の者に対する教育及び訓練

は、放射線障害が発生することを防止するために必要な
事項について施すこと。

２ 事項の全部又は一部に関し十分な知識及び技能を

有していると認められる者に対しては、当該項目又は事
項についての教育及び訓練を省略することができる。





平成１８年 国家試験 解答 ３、４



表面密度の測定法は、汚染の形態をふまえ、
直接測定法と間接測定法がある。

直接測定法はサーベイ法ともいい、

対象物表面を直接、汚染検査用サーベイメー
タで走査しながら測定する方法。

遊離性と固着性汚染の和、すなわち全汚染量
の測定ができる。この方法は、点状の汚染の
検出や汚染の広がりの程度を調べるのに効果
的であるが、外部放射線の影響を受けやすく、
検出できる最小の表面密度（検出限界）が検
出器の窓面積で制限されるなどの欠点もある。



間接測定法は、対象物表面の
ふき取り面積（通常100cm2 ）を
直径2.5ｃｍの円形ろ紙でふき取

り、間接的に遊離性汚染を評価
する方法（スミヤ法）。

試料の測定は、GM計数管、シンチレーション計数装
置を用い、各装置の計数効率（Bq/cps）を考慮する。

外部放射線の影響を受けない利点がある。

ふき取り効率を考慮する必要がある。対象物表面が
非浸透性の材料については50％、浸透性の材料に
ついては5％、両者の区分を設けないときには10％
が用いられる。



ＧＭ計数管 （ガイガー・ミュラー計数管）

円筒形の内部にHe、Ar等の不活性ガスが封入され、
中心電極に約1000Ｖの電圧が加えられている。

γ（Ｘ）線は、壁材と反応して内部に電子を放出させ、
電子は内部のガスに電離を引き起こし、電離で生じ
たイオンがきっかけとなって管内に放電が起き、放電
によるパルスを計測することにより測定が行われる。

ＧＭサーベイメータは、約0.1μSv/hの
線量当量率から測定できるので感度
が高く応答も速いので使いやすい。

β線による表面汚染の検査には、
大面積端窓型ＧＭ計数管を用いる。



平成１８年 国家試験 解答 １



放射能汚染除去 除染作業 の原則

１．早く除染する。 時間経過とともに除染は困難化。

２．汚染範囲の拡大防止。汚染部分の明確化。
除染作業は汚染範囲の外側から内側へ実施。

汚染防護紙は吸水性のある側を表面に敷く。
（汚染液体が拡散する範囲を狭くできる。）

３．湿式作業で行う。粉塵吸入（内部被曝）を防ぐ。

４．除染作業で生じる放射性廃棄物を少なくする。



医療法施行規則第30条の8

（診療用放射性同位元素使用室）

診療用放射性同位元素使用室の構造設備の基準

(6)内部の壁、床その他放射性同位元素によって
汚染されるおそれのある部分は、突起物、くぼみ
及び仕上材の目地等の隙間の少ないものとする。

(7)内部の壁、床その他放射性同位元素によって汚
染されるおそれのある部分の表面は、平滑であり、
気体又は液体が浸透しにくく、かつ、腐食しにくい
材料で仕上げること。


